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般
質
問

　

将
来
の
人
口
減
少
と
少
子
化

社
会
の
進
展
、
教
育
的
環
境
と

学
校
運
営
上
か
ら
も
、
本
町
の

中
学
校
の
望
ま
し
い
規
模
と
配
置

は
１
校
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

早
い
時
期
に
３
地
域
合
同
説
明

会
を
開
催
し
、
３
校
同
時
の
統

合
を
目
指
し
て
、
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
を
重
ね
ま
す
。

　

耐
震
強
度
不
足
の
校
舎
の
補

強
は
、
統
合
協
議
の
状
況
を
見

定
め
な
が
ら
、
早
急
な
対
策
を

行
う
べ
く
、
検
討
を
重
ね
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
被
害
者
が
出
た

場
合
、
設
置
者
で
あ
る
鏡
野
町

が
責
任
を
負
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
費
は
、
小
学
校
の

修
学
旅
行
費
等
が
あ
る
学
年
は

年
間
2.5
〜
4.3
万
円
、
そ
の
他
の

学
年
が
約
1.5
万
円
、
中
学
校
は

２
〜
３
万
円
、
３
年
生
は
修
学

旅
行
費
を
含
め
て
約
10
万
円
の

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
給

食
費
は
、
原
材
料
費
１
食
あ
た

り
小
学
生
２
５
０
円
、
中
学
生

２
８
０
円
で
す
。
教
育
基
本
法
に

よ
り
、
公
立
小
中
学
校
は
授
業

料
の
徴
収
を
行
わ
ず
、
教
科
書

は
無
償
給
付
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

学
用
品
、
修
学
旅
行
費
等
は
保

護
者
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

町
で
は
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
、

中
学
生
は
通
学
費
助
成
と
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
の
１
５
０
０
円
補
助
、

小
中
学
校
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
災
害
給
付
掛
金
全
額
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
済
理
由

に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
及
び

生
徒
に
、
町
就
学
援
助
費
補
助

金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
必
要

な
経
費
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま

す
。
現
状
で
は
全
て
の
学
校
教

育
費
を
無
償
と
す
る
の
は
困
難
で

す
が
、
今
後
も
負
担
を
軽
減
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
が
新
規
事
業
で
初

年
度
で
あ
っ
た
こ
と
、
地
域
か
ら

の
提
案
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
等
に

よ
り
、
多
く
の
ご
質
問
・
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
情

報
提
供
・
助
言
・
指
導
に
努
め

ま
す
。
基
金
事
業
終
了
の
26
年

度
に
、
活
動
内
容
や
問
題
点
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
上
で
、
事
業
継
続

の
必
要
性
が
あ
れ
ば
、
引
き
続

き
支
援
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
た

支
援
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
独

自
の
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
設
置
は
、
地
区
か

ら
の
申
請
に
よ
り
補
助
金
を
交

付
し
て
、
地
区
が
設
置
し
て
い
る

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
今
後

は
、
耐
久
性
の
長
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
補

助
金
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

本
年
３
月
31
日
現
在
の
本
籍

数
は
1
1
，2
2
2
戸
籍
、
本

籍
人
口
2
7
，3
1
6
人
で
す
。

戸
籍
は
原
則
と
し
て
、
本
人
・

親
族
等
か
ら
の
届
書
の
提
出
に
よ

り
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

死
亡
届
等
の
提
出
が
な
い
ま
ま
戸

籍
に
残
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
今
後
は
、
法
務
局
の

示
す
判
断
基
準
に
基
づ
き
、
協

議
し
な
が
ら
、
消
除
の
手
続
き

を
取
る
予
定
で
す
。
明
治
23
年

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
13
人
が
、

戸
籍
か
ら
消
除
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
で
す
。

　

町
内
７
地
域
の
空
き
家
実
態

調
査
を
本
年
度
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
事
前
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、

2
0
0
戸
程
度
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
町
で
は
「
空
き
家
情
報

バン
ク
制
度
」を
創
設
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

官
民
協
働
で
運
営
す
る
「
岡
山

県
空
き
家
情
報
流
通
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
、
定
住
希
望
者
への
情

報
発
信
や
、
受
入
体
制
の
整
備

を
進
め
、
人
口
の
増
加
と
地
域

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
調
査
外

の
５
地
域
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
町
広
報
紙
に
、
空
き
家
情
報

バン
ク
への
登
録
を
周
知
し
ま
す
。

　

鏡
野
地
域
以
外
で
平
坦
地
と

遜
色
な
い
緩
傾
斜
地
で
は
、
す
で

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
未
対
応

の
地
域
で
は
、
区
長
を
通
じ
て
説

明
と
取
り
組
み
の
促
進
を
行
い
、

本
年
度
は
1
1
0
集
落
、
面
積

5
6
0
ha
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
処
分
し
た
遊
休
資
産

は
、
宅
地
1
，7
1
4
㎡
が

1
1
，0
0
0
千
円
で
、
建
物
の

売
却
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

評
価
額
に
し
て
1
9
，7
5
5
千

円
の
土
地
2
0
，5
8
0
㎡
が
売

★
中
学
校
統
合
の
進
め
方
に
つ

い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
の
か
。耐
震
強
度
不
足
の
校
舎

の
安
全
対
策
は
。関
係
者
は
了

解
し
て
い
る
の
か
。地
震
に
よ
る

被
害
者
が
出
た
場
合
、誰
が
責

任
を
負
う
の
か
。

★
各
家
庭
が
支
出
し
て
い
る
学

校
教
育
費
は
平
均
で
い
く
ら
か
。

義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、現
状
の
認
識

と
見
解
を
求
め
る
。

★
未
来・希
望
基
金
事
業
の
適
切

な
指
導
と
管
理
、地
域
に
必
要
な

事
業
の
継
続
を
要
望
す
る
。

★
中
山
間
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
、空
き
家
調
査
を
行
う
そ
う

だ
が
、こ
の
情
報
を
受
け
て
、定

住
促
進
等
に
、今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

★
住
民
登
録
が
無
く
、戸
籍
だ

け
が
残
っ
て
い
る
高
齢
者
は
生

死
不
明
と
い
う
意
味
な
の
か
。今

後
ど
う
対
処
す
る
の
か
。抹
消
の

判
断
基
準
は
。

★
老
人
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
に
つ
い
て
。

★
町
道
流
通
沖
線
に
防
犯
灯
の

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

★
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
つ
い
て
、高
齢
化
の
中
、急

傾
斜
地
の
み
な
ら
ず
緩
傾
斜
地

に
も
推
進
が
必
要
と
思
う
が
。

★
売
却
可
能
な
町
有
資
産
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
。競
売
に
よ
る

財
源
化
を
す
る
の
も
必
要
で
は

な
い
か
。


